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　最後に、ウズベキスタンについてより理解頂けるよ

う私の目線で集めた情報をここに補足しておく。内容

は、国についての基本情報（訪問時の所感も含む）、

訪問した 5月にタシケントで上演されていた演奏会情

報、また記録が入手できたものに限られるが、これま

で行われたウズベキスタンと日本の音楽家の交流イベ

ントについてである。

ウズベキスタン共和国

　今回の訪問に先立って、周囲から「どこにある国な

のか？」「安全な国なのか？」と様々な質問を受けた。

私自身も基本的な情報は文献資料によって勉強してい

たとはゆえ、それだけでは理解しきれない歴史的要素

が複雑に絡み合った国であり、歴史研究家、地理学者

でもない私がこの国を説明しようというのは無謀な試

みであることは言うまでもない。しかしながら、これ

からウズベキスタンにおける「音楽」を理解するには

当然ながら、この国の現状を把握することは必要不可

欠である。まずは、少しでも具体的なイメージをもっ

て頂くために、外務省のWebサイトに掲載されてい

る基本情報などを基に、私が現地で得た情報を併せて

ウズベキスタンを極簡単に紹介する。

　上の地図から、ウズベキスタンの大きさや位置関

係などは捉えて頂けるだろう。色づけされたこの

国の面積は 447,400km2とされており、日本の面積

（377,950km2）1)の約 1.2倍にあたる。そこに 2,780万人2)

が生活しており、日本の約 1億 2,700万人 3) という人

口と比較すると、いかに雄大な土地に人々が生活して

いるか想像ができるだろう。首都は、地図上にも記

載がある通り、タシケント（Tashkent）に置かれ、民

族の割合は、ウズベク系（78.4%）、ロシア系（4.6%）、

タジク系（4.8%）、タタール系（1.2%）であると対外

経済関係投資貿易省より報告されている。文化圏とし

ては、首都タシケントと以東にあるフェルガナを中心

とする地域、国土の腹部に位置するブハラ・サマルカ

ンドを中心とする地域、ヒヴァ・ウルゲンチを中心と

するホレズム地域に分かれるようである。それぞれの

地域には、繁栄した都市の存在があり、そこに住む民

族の違いから言語も異なり、それらは音楽の特徴にも

及ぶ。同年代の出身者によると、進学やビジネスにお

いてロシア語は必須であり、最低でもウズベク語、ロ

シア語は習得しているという。その上、英語、ドイツ

語などを外国語として学ぶ人、イスラム教の教育機関

においてアラビア語を学ぶ人、また母語としてタジ

ク語を話す人など、多数言語を自由自在に操る人が多

く、アイデンティティ形成と母国語の結びつきを信じ、

日本語に雁字搦めになっていた私はのっけからカウン

ターパンチを食らってしまうのである。どこの国の人

（民族）であるから何語を話し、その言語がアイデン

ティティの中核を形成する、という前提はもはや存在

しない 4)。一体どのような教育を受けているのかと、

教育カリキュラムにも興味は高まるが、素人目に受け

た印象としては、街で目にするほとんどの人が褐色の

肌と黒髪をもつアジア人であるのに対し、キリル文字

で表記された看板やメニュー、ロシア語しか話さない

売店の店員と比較的高い割合で遭遇することから、両

言語習得の必要性は日頃の生活に密着し、ウズベキス

タンで生活するには必要不可欠なツールであることが
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図 3　ヨーロッパ・中央アジア地図
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想像される。同じ日本人でありながら、多言語に万能

な方もいらっしゃるので一概には言えないが、国の人

口の 98%が日本民族である環境とは大きく異なるた

め、アイデンティティ形成と言語の関係については根

本から考え直す必要を感じる。

独立 20 周年を迎えた「ウズベキスタン共和
国」までの経緯

　下記は、外務省Webサイト 5) に掲載されている略

史からの抜粋である。

1~3世紀 クシャーン朝による支配

6世紀中頃～ テュルク系遊牧民の侵入、

� 住民のテュルク化が始まる

7世紀　 ソグド人の活動が最盛期に

8世紀以降　アラブ勢力の侵入、イスラーム教の受容

9世紀後半～ 10世紀　サーマーン朝成立

13世紀 モンゴル帝国の支配

14世紀後半～ 15世紀　

      サマルカンドを首都とするティムール帝国成立

18～ 19世紀� ブハラ・ハン国、ヒヴァ・ハン国、

              コーカンド・ハン国の支配

1860年～ 1970年代　

 ロシア帝国による中央アジア征服

1924年　ウズベク・ソヴィエト社会主義共和国成立

1990年 3月� カリモフ大統領就任

1990年 6月 20日� 共和国主権宣言

1991年 8月 31日� 共和国独立宣言

     「ウズベキスタン共和国」に国名変更

　この後、1992年に再選を果たしたカリモフ大統領

は、1995年に国民投票にて任期延長。2000年、2007

年の選挙にて再選したカリモフ大統領による主導は

20年以上におよび、共和制という政治体制ながらも

各国のメディアには「dictator」の文字が並ぶ。2005

年には生活苦と彼の政権に対して起きた民衆デモに対

し政府が治安部隊を投入するという武力衝突事件があ

り、市民に多くの死傷者を出したことから「アンディ

ジャン大虐殺」と呼ばれる。一連の事件の経緯や結果

に関する調査が求められながら、詳細を公表しないウ

ズベキスタンに対し、人権問題として国際的な非難と

関心が集まる一方、これを機に軍を撤退させたアメリ

カから政治路線をロシアへと転換する。政治に対して

全く明るくない私がコメントすることはできないが、

国民が政治体制への不満を口にしながらも十分な信頼

を預けられる指導者を欠く日本に対して、ウズベキス

タンに暮らす人から政権に対する不平を一度も聞くこ

とがなかったのが印象的である。その理由が「法に反

しない限り」という条件つきで認められているという

思想・言論・信条・表現の自由を定める憲法 6) による

ものだとしたら、悲しい現実だと認めざるを得ない。

ウズベキスタンで感じる違和感

　前項でも述べた通り、まだ社会主義が続いているの

かと勘違いしてしまうような場面は滞在中に幾度と

あった。それだけでなく、外から訪れた者には馴染ま

ないが、誰もそれをおかしいと言わない場面にもよく

遭遇する。ここでは、それらのエピソードをいくつか

紹介しようと思う。

　まず、街中に常駐する警察官の多さに驚く。隣を歩

く人が次の瞬間何をするかわからないと常に犯罪を警

戒して生活する必要のある街であれば納得もできる

が、ウズベキスタンを訪れる人なら誰もが感じるよう

に、ここでは人々のコミュニケーションは根底に存在

する「信頼感」によって支えられているような国であ

り、ニューヨーク以上の警官数を目にするのは大きな

違和感の１つであった。しかしながら、見てそれとわ

かる制服警官があらゆる地下道の出入口に立っている

のは英語の通じる場所が限られる環境の中にあって、

大きな安心材料となっていることは事実である。観光

地に駐留する警官の中には、我が物顔で歴史的建造物

を訪れる観光客をターゲットに小遣い稼ぎをする者も

いることは、各国言語による旅行記ブログなどで頻繁

に目にする。汚職とまでは言えないかもしれないが、

写真 33　独立の際、レーニン像に取って代わったアミール・

ティムール像。彼は国のシンボルとして讃えられ

ている。
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全ての警官が市民の味方であるわけではないことを物

語っている。

　カリモフ大統領は、ユネスコ本部を訪れた際、ユネ

スコの保護下にある遺跡を 3,000も国内に有すること

を主張した上で、「世界中の方が訪れ見学できるよう

観光サービスの向上に努めている」7) とコメントした

とされる。そのほか、政府Webサイト 8) には「Tourism 

infrastructure」と題し、「Uzbektourism」という国営会

社を設立 9) し、インフラ整備が進んでいることがア

ピールされている。これらの動きから、ウズベキスタ

ンが観光業に力を入れていることは明らかなのだが、

まず街歩きの必需品である地図が売られていない。案

内して頂いた現地の方に土産物屋で売られている地図

を買って頂いたのだが、お子様用と言わんばかりの代

物であった。結局、あまり情報が更新されていないと

思われる『地球の歩き方』10) に掲載される地図を最

後まで持ち歩くこととなった。地下鉄は比較的簡単に

利用できるが、地下鉄マップのようなものはどこを探

してもなく、大きなバッグを持っていれば入口で持ち

物検査が行われ、駅の中での写真撮影は禁止されてお

り、観光客の使用を快く受け入れているようには思わ

れない。余談であるが、地下鉄は大変贅沢な石造りで、

駅毎にデザインの異なるシャンデリアが掲げられてお

り、以前報道された北朝鮮の地下鉄の駅を思い出させ

るような、少し暗いながらも威厳のある雰囲気があっ

た。地下鉄のみならず、鉄道の駅舎なども写真撮影が

禁止されていたが、ガソリンスタンドでメタンガス車

に改造された車のタンクを撮影しようとすることまで

止められたのには驚いた。とにかく、外部に知られた

くない情報が多いようである。

　詳細地図が作成されないことに関わるかもしれない

要因が１つある。それは、独立後、ソヴィエト時代に

付けられた道路名の変更作業が今もなお続いていると

いうことである。言葉がわからないため、ロシア語か

ウズベク語によるやりとりの詳細を知ることはできな

かったが、何度も目の前で建物の位置を確認する際に

人々が言い合いになる場面に遭遇した。通りの名称が

次々と変わるため、同じ場所を確認する際にも一苦労

なのである。ロシア人家族は、いくら国が独立をした

と言っても、過去の偉大な人物は偉業を果たしたのだ

からその名前を排除する必要はないではないかと言

い、ウズベク人の知人はソヴィエト時代の名前だから

変更する必要があると言う。「独立」をアピールする

ための名称変更であることは明白だが、年代によって

愛着のある場所の名前が異なり、共有を妨げるという

現状は、目的を果たす前に想定外の結果を及ぼしてい

るのではないかと思われる。これと関連して、ティムー

ル・ダダバエフ氏の著書 11) には、ローマ字表記への

転換も人々に混乱を与え、年代を隔てたコミュニケー

ションを侵害していると指摘されている。現に、私も

現地でセッションを行う際、複数のスペリングがやり

とりされる中で正しい情報を得るのに苦労した。今ま

さに様々な事が転換されている最中であり、ある程度

のリスクは仕方のないことなのかもしれないが、それ

によってこれまで培われてきたもの、人々が生活の中

で育んできた大切なものが失われないことを願うばか

りである。

　町なかの移動手段として、公共のものであれば地下

鉄のほかにバスがあるが、これについてもルートマッ

プのようなものは見当たらず、数字によって表されて

いる目的地のみの表記を頼りに乗ることは観光客に

とっては困難である。滞在中１度だけ現地の方と一緒

に乗る機会を得たが、若いアルバイトの車掌がバス停

に着くと行き先を案内し、バスの車中でチケットを売

るというシステムであった。特に戸惑う要素はないが、

土地勘がなければ乗りこなすのは難しいであろう。ま

た街中を走るバスには最新式の大型バスもあれば、旧

式の小型のバスが超満員の状態で走る光景もよく目に

した。料金は地下鉄と同じく 700スムであった。この

ほかにも、タシケントではトロリーバスが走り、国内

写真 34　郊外のガソリンスタンドの様子

厳密には、メタンガス車に改造された車（トランク内にガス

用のタンクを積んでいる）が順番を待っている。ガソリンス

タンドに着くと、運転手以外の同乗者は降車するように求め

られ、ガスの注入が終わるまで、車外の離れた場所で待たさ

れる。安全確保のためだと考えられるが、理由は不明である。
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どこの街でもマルシュルートカと呼ばれる相乗りバン

が走っていたが、今回の滞在中に利用するには至らな

かった。

　そして、公共のサービス以外に市民の足となってい

るのが白タクである。現在私が滞在するニューヨーク

では、以前から白タクが乗客に高額請求するケースが

問題となっており、規制がかかり始めているが、タシ

ケントでは、車さえ持っていれば人を乗せられるとい

う。日本の道路交通法では旅客自動車を運転する場合

には、第二種運転免許が必要となる。予想通り、政

府関連のWebサイトに英語での関連文は見つからな

かったが、今年の 3月付けで、「何千もの非公認のタ

クシードライバーが強制的な認可計画で失業の危機に

晒される」という記事 12) が News Briefing Central Asia

から公開されていた。それによれば、タクシー業を行

うためのライセンス料は 500ドル／ 6ヶ月とされ、月

に 150～ 200ドルにしか及ばない収入からの支払いは

難しいというドライバーのコメントとともに、無認可

での営業が見つかった場合には、680～ 3,400ドルの

罰金が課されると書かれている。ニューヨークでは、

空港から市街までタクシーを利用する場合、タクシー

料金は固定されているが、メーターの搭載されていな

い白タクに乗ってしまうと、値段の交渉を乗車前に行

わなかった場合、不当な観光客価格を請求される危険

が生じる。それに比べ、ウズベキスタンではメーター

の搭載されたタクシーはなく、料金は乗車時に運転手

と交わされる交渉によって決まる。よって、行き先を

伝えると同時に自分の中での見積もりをもって交渉す

れば大きな問題にはならないが、外国人を相手にする

旅行業者サービスを利用すれば、その金額は一瞬にし

て観光客価格に跳ね上がってしまう。実際に、今回滞

在したホテルと空港間の送迎料金では、15ドル（公

式レートで約 28千スム）と 4千スム（現地の方の粘

り強い交渉の賜物）もの差が生じるのである。しかし

ながら、市内を移動する際に想定外の料金を提示され

ることはほとんどなかった。交渉と言っても、1千ス

ム～ 2千スム（公式レートで 1ドル弱）の違いが生じ

る程度で、悪徳ドライバーが存在するようには思えな

い。そういった彼らから月 80ドル程度のライセンス

料を徴収する目的がどこにあるのか、そこにも違和感

を覚える。

　このように実際の滞在体験を紹介していくと、通貨

について紹介しないわけにはいかないだろう。当初、

公式レートと非公式レートの存在について、このよう

な媒体で公表してよいのか憚れたのだが、現地に暮ら

す人、外国人観光客の皆が当然のこととして認識して

いるものであり、メディアの報道の中にもはっきりと

「official rate」と「black market rate」という単語が登場

するので、滞在時のレートについてここに記すことに

する。入国日 5月 3日の公式為替レート（売価）は、

１ドル1,886スムであった。それに対し、市場レートは、

1ドル約 2,850スムであった。ジェトロ・タシケント

が公開している交換レート 13) の推移によれば、2012

年 4月の期末公定レートが 1,856.15スム／ドル、期末

市場レート 2,840スム／ドルとされているので、滞在

期間中もインフレは進行していたことになる。約３週

間の滞在中に、自分の財布の中で見たのは 1,000スム、

500スム、200スム、100スム紙幣と、100スム、50ス

ム硬貨であった。もう一度、上記の為替レートを確認

してほしい。1,000スムが最高額紙幣であるのに、そ

の紙幣約 3枚でやっと 1ドル相当なのである。よって、

少し気の利いたレストランで 10～ 20ドルもの食事を

したともなれば、約 60枚近い 1000スム紙幣を数えて

店員に渡すことになる。銀行のバンクカードを持たな

い観光客は、当然現金を持ち歩かなくてはならず、毎

朝、バッグに持ち歩く紙幣を数えて束ねる作業から

一日が始まるのである。思いがけず、大量の札束を抱

える生活を送る事となったのだが、ホテルなどオフィ

シャルな場所では徹底して公定レートが用いられる一

方、メドレセの至るところに店を構える土産物屋（工

芸品販売所）では、公然と店主が闇レートを電卓で打

つのである。公式レートと市場レートの間の 1,000ス

ムもの違いは、どこでどのように形を変えているのか

写真 35　5 USドル相当のコーヒーを飲んだ際の支払いの様子

5ドルというのは、ホテルのロビー価格で、一般的なカフェよ

りかなり高めの外国人価格である。
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大きな謎である。

　このようなインフレの状況 14) で、現地の人たちは

いったいどのような金額の給料を手にしているのかと

思い、平均収入に関する情報を探してみた。2010年 9

月 1日付けの《Ferghana》News agency, Moscowの記事
15) によれば、「カリモフ大統領は今年中にウズベキス

タンの平均月収を 500 USドルに到達させる、と独立

記念日の祝典で述べた。しかし、経財省とウズベキス

タン国家統計委員会によれば、2010年 6月現在の平

均収入はわずか 476.4千スム（闇レートで 200ドル強）

であり、大統領の発言を達成するとなれば半年足らず

の間にそれを２倍にしなくてはならなくなる。一方、

目覚ましい経済成長が公式発表された 2009年 8月か

ら 2010年 8月の１年間で、最低賃金はたった 2 USド

ルしか上昇していない。」とここでも、現実と大統領

の発言との間に存在する大きなギャップが指摘されて

いる。先ほどタクシー運転手の例でも紹介したように、

バザールで買い物を済ませ、気安く立ち寄れる店で食

事を取るといった生活を送りながら、現地の人々の生

活を伺う限り、必要以上のものを過剰に購入する姿や、

暴飲暴食をする姿を目にすることは一度もなく、基本

的には皆質素で慎ましやかな生活を送っているのであ

る。この国にはダブルスタンダードが存在するのだろ

うか。

　またこのギャップをより痛烈に感じたのは、現地の

ジャーナリストから文化事業を行う NGOの紹介資料

として頂いた２冊の全編カラーの豪華な冊子を手にし

た時であった。１冊は、カリモフ大統領の長女である

グリナラ・カリモヴァがオーガナイザーを務める「ウ

ズベキスタン文化・芸術フォーラム（FundForum.uz）」

財団の紹介冊子で、もう 1冊は彼女が創始者である

「Style.uzアートウィーク」の冊子である。手にした誰

もが感じる用紙の材質や印刷のクオリティーは、文房

具売り場で目にする祖末な筆記用具の質からかけ離れ

たものであり、ほとんど全てのページにモデルのよ

うに登場する彼女の姿やコンテンツは、ウズベキスタ

ンで見る素朴な人々の暮らしとは全く結びつかないの

である。各メディア情報によれば、タシケント国立大

学経済学部を卒業、ハーヴァード大学にて修士号（地

域研究）を、タシケントにある世界経済外交大学にて

博士号（政治学）を取得し、2009年からは同大学の

写真 36　メドレセの中で作品を販売する工芸品販売所の様子。

歴史的な建物のほとんど全てに、このような土産物屋が設けら

れており、皆テナント料を支払って店を構えるという。

写真 37　現地の方に連れていって頂いた大衆食堂の様子。

写真 38　ドーム型の屋根の下で地産品を販売するバザールの

様子。
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教授職ポストに就いている。またタシケント情報技術

大学にて電気通信学の学士号を取得し、1992年には

ニューヨークファッション工科大学にてジュエリー・

デザイン・コースを修めている。これらの学歴から想

像がつくとおり、多彩な興味の持ち主のようで、プロ

フィールには実業家、ファッションデザイナーの他に、

歌手とも記載がある。実際に、父である大統領が彼女

を呼ぶニックネームであるという「GooGoosha」の名

前で歌手活動を行う。この冊子を見る限り、グリナラ・

カリモヴァ氏はファッション・リーダーのような形で

ウズベキスタンの芸術文化を世界に発信しているよう

だが、ニューヨーク国連本部へのウズベキスタン派遣

団の顧問（1998, 2000-2003）、在モスクワ・ウズベク大

使館の 1等書記官（2003-2005）、外務大臣顧問（2005-

2008）、副外務大臣（文化・人道援助における国際協力

の分野担当、2008～）、国連とジュネーブに国際組織

における常設ウズベキスタン代表（2008～）、在スペ

インウズベク大使（2010～）と公職を歴任する一方で、

スイスの長者番付の常連となる程の資産を有するとい

う。彼女の記事に付随する「million」「billion」という

単位が「sum」でないことは説明不要であろう。

ウズベキスタンとの関わり

　外務省の公開情報によれば、ウズベキスタンの主要

交易国は、ロシア、中国、韓国、中央アジア諸国であ

り、日本との貿易関係 16) は希薄であるが、日本の対

ウズベキスタン援助実績は群を抜いてトップを記録す

る 17)。経済協力として、資金協力、技術協力などが

挙げられていることからして、人材協力が小さくない

ことは確かだろう。実際、今回滞在中にはシニア海外

ボランティアとして国立タシケント経済大学にて教鞭

を執る先生とお会いする機会もあった。先生は企業で

培った実践的なビジネススキルを学生たちに教えるこ

とがタスクであるとし、熱心な学生に恵まれているよ

うだったが、日本の大学生と同様、どこでそれを生か

していくかということが次の課題であるようだ。

　過去にさかのぼると、旧ソ連によって戦後 60万人

の日本人が抑留され強制労働についたという歴史があ

る。彼らが過酷な労働条件下で道路、工場、運河、炭鉱、

発電所などの建設に従事していた姿は、今なお年配の

方々の記憶に残るようで、滞在中お会いしたアリシェ

ル・ナヴォイーの研究家の方も幼い頃の思い出として、

涙ながらにお話しくださった。先生は現在、原子力の

脅威に晒される福島の人たちのためにとウズベキスタ

ンの詩人たちによる詩集を編纂されているそうだ。こ

の詩集は第２号にあたり、第１号は広島・長崎の原爆

被害者に向けて製作されたそうである。話がそれてし

まったが、日本人が手がけた建築物の中でも、中央ア

ジア最大と呼ばれるナヴォイー劇は有名で、1966年

に起こった大震災にも壊れることなく、その無傷で生

き残った姿と日本人の勤勉な姿が重ねられ、日本人へ

の好意と尊敬の念が日本人墓地整備に結びついたそう

である。残念ながら、現在この劇場は改築中で、中に

は入れなかったのだが、いつかもう１度訪れてみた

い場所である。外務省の公開情報によれば、この劇場

の視聴覚照明機材、音響、照明及び視聴覚機材整備に

8千万円もの援助がされてきたようである。この金額

が劇場の規模に相応しい十分な援助であったのかどう

かは判断しかねるが、ウズベキスタンの文化領域に日

本が少なからず貢献できているのは喜ばしいことであ

る。

　最初はハード面の援助というのが急務であったのに

対して、これからの関わりにはソフト面が重要になっ

てくることは確実であろう。今回、滞在中にウズベキ

スタン国立音楽院で民族歌謡を教える教授を訪ねたの

だが、この大学は東京芸術大学と姉妹校提携を結んで

おり、当時、楽理科の教授を務められていた柘植先生

（音楽学者・民族音楽）を中心に演奏家の交流がもた

れている。その他、福島県とウズベキスタンの文化経

済交流も歴史が古く、交流 20周年を記念する演奏会

が両国で 1999年に行われたそうである。その他、ウ

写真 39　バレエやオペラが上演されるナヴォイ劇場

正面玄関の前には公園があり、その中心にある噴水は夜にな

ると音楽と照明による噴水ショーが行われる。観光客のみな

らず、地元の方の憩いの場となっている様子である。
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ズベキスタンの民族工芸家が日本の工房で研修する機

会を得ているようだ。これに関しては、伺ってきた情

報を基に追跡調査が必要であるが、伝統（民族）音楽

に関してもこのような交流が可能であるのではない

か、と期待を抱く。

　ウズベキスタンの音楽事情については、改めて報告

するが、民族音楽ばかりに目が向きがちであるものの、

ソヴィエト時代、ショスタコービッチをはじめとする

ソ連の音楽家がウズベキスタンと深いつながりをもっ

ており、ペレストロイカによって近代音楽が流入し、

西洋クラシック音楽と全く異なる発展を遂げたウズベ

ク民族音楽に敬意を払い、真剣に研究 18) することに

よって大きく飛躍を遂げてきた、というクラシック音

楽史もこの国の音楽を学ぶ上で大変重要なファクター

である。これは Victor Medyulyanov氏の生き生きとし

た記憶に基づくお話からも伺い知ることができ、その

ようなソ連の姿勢が音楽院のカリキュラムにも大いに

反映されていることは納得のいくところであった。こ

れは、共同研究の相手である Polina Medyulyanovaの

音楽家としての姿勢にも大きな影響を与えているもの

であり、次の機会に紹介させて頂くことにする。

ウズベキスタンで不思議に感じたこと

　ここまで、滞在中の体験と一般的な情報を基にウズ

ベキスタンについての紹介をしてきたが、最後に不思

議に感じたことをメモとして残しておきたいと思う。

　少々グレーな話題も書いてきてしまったが、ウズベ

キスタンの高く済んだ空と、キレイに整備、管理され

た緑は、とても印象的で、国費で手入れがされている

という。公園（緑）の管理に従事する人の多さにも驚

くが、気になったのはあらゆる街路樹の根元（1メー

トルぐらいの高さまで）が白く塗られていることであ

る。現地の知人に訪ねると白アリ対策だと言うのだが、

サマルカンドで目撃した塗色の様子からはペンキにし

か見えず、道路脇に立っている電柱までも樹木と同様

に白く塗られているのである。郊外を車で移動した際

には、街灯の少ない夜道の反射鏡代わりになるのかと

も思ったが、どこの街で目にする木も同様に塗色され

ており、不思議に思わない現地の人にこそ疑問を感じ

た。

　現在、どの国を訪ねても「China Town」が存在し、

海外においてあまり強い結束力をもたない日本人に

とっては、口懐かしい料理や食材が得られる場所とし

て大変に重要な拠点となる。またニューヨークなどで

は、現地語をしゃべらずとも生活する中国人の大陸的

たくましさに感心することも多いのであるが、ウズベ

キスタンで３週間過ごす間、観光地にて中国人もしく

は台湾人の団体に２回程遭遇したきりで、ほとんど街

中で中国人らしき人に会う事がなかった。また、それ

に関連して、アメリカでもヨーロッパでも我々日本人

は「中国人か？」と聞かれるが、ウズベキスタンでは「韓

国人か？」とまず聞かれ、日本人だと答えると大変珍

しがられた。自分自身も滞在期間中、観光地で遭遇し

た 1,2団体の日本人以外、全く日本人に会うことがな

かった。ウズベキスタンには 2012年 1月現在 137人

の日本人が生活するというのであるから、数日間の滞

在中に日本人に遭遇しないのは当然であるが、世界を

旅してこれほど中国人に会わないのは初めてのことで

あった。現地の方に訪ねると、郊外の工場に勤務する

中国人は多いとの話であったが、それにしてもと思う

のである。

写真 40　どの公園も美しく手入れされている。

写真 41　タシケント市内

樹木の根元は全て白く塗られている。
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　最後にこれまた印象的であったのは、ウズベキスタ

ンの平均年齢の驚くべき若さである。訪問前に年代別

人口比のグラフを目にした記憶があるものの、どこに

掲載されていたのか思い出せず、ここは web上のデー

タに頼ってしまうが、Central Intelligence Agencyによ

る「THE WORLD FACTBOOK」データによると、平

均寿命は 72.77歳（2012）、年齢別人口比率は 0~14歳：

26.5%、15~64歳：68.8%、65歳以上：4.7% (2011)19)だ

という。ウズベキスタンの同年代の方がとても志を

もって自分の夢を語る姿、そして現状に甘んじること

なくその先を見据えて勉強に取り組む姿は大変印象的

で、強く自分に訴えるものがあった。これを上記の数

字と結びつけてしまうのは安直かもしれないが、我々

の世代の人間がこれからの国をつくっていく、という

意識が直接的に実感される環境におかれている、とい

うのは大きな違いなのではないか、と思われた。向上

心あふれる彼らと交流をもつことで、自分もまた日本

の学生たちにも新たな刺激が得られることは間違いな

い。シルクロードで繋がっていたこの国と新たな交流

の道が開けることを期待する。

タシケントにおけるコンサート情報

　現地で働いている JICAスタッフがシェアしている

演奏会情報を頂いた。通常、ナヴォイ劇場で上演され

ている演目（西洋クラシック音楽が主体）表と、「オ

ペレッタ」とまとめられた上演情報である。どちらの

演目表からも 1つずつ公演を見に出かける機会があっ

たため、簡単に紹介する。

ナヴォイ劇場
（現在はトルキスタン劇場が代替）

　先にも紹介したように、ナヴォイ劇場は現在改装中

のために、バレエやオペラ公演がトルキスタン劇場に

て開催されている。こちらの劇場は、本来芝居などに

使われる舞台のため、オーケストラピットが設けられ

ていない。よって、客席と同じレベルに演奏家がいる

ため、音響的に決してよい条件とは言えない。

　私は 5月 11日に行われたチャイコフスキー作曲バ

レエ組曲『くるみ割人形』の舞台を鑑賞した。配布さ

れるパンフレット等がなかったため、彼らがバレエ団

なのか、バレエ教室なのか判断ができなかったが、子

どもが多く登場する演目であるため、アマチュアの香

りが強く感じられた。しかし、この公演で残念に感じ

たのは、オーケストラの演奏であった。もし演奏して

いたオーケストラが劇場付きのオーケストラだとした

ら、これだけ毎週変わる演目をこなすのは困難なので

はないか、と思われる（表 2）。劇場にはオーケスト

ラピットがなく、音楽用のホールでないため、生の楽

器音が聞こえてきてしまうという難点はあるのだが、

基本的にまだ練習段階のような演奏家が演奏している

ようであった。特に、バレエ作品の場合、管楽器がソ

ロで用いられることが多く、そこでまだ未完成の演奏

をされてしまうと他のパートの演奏も台無しになるの

である。また、指揮者の方は経験豊かな方のように見

えたが、縦の線が合わない箇所がかなり目立った。本

来、バレエ作品におけるオーケストラの役割は、舞台

で繰り広げられる世界へ聴衆を誘い、夢心地を味わえ

るような演出をするものである。しかしながら、全て

写真 42　住戸毎にそれぞれの窓枠をもつ集団住宅の様子

写真 43　旧市街の住戸の様子
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をここには書いていないが、演奏の粗さが目立つため

に、バレエにも集中できないのである。その要因と

して、もう 1つあげるとしたら、演奏家の服装だった

のかもしれない。正装している演奏家もいるのだが、

ジャージやティーシャツといった普段着で、しかも目

線に入る場所で演奏するため、どうしても舞台に集中

できなのである。

　そこで私は、彼らは本当に正規の団員なのだろうか、

と疑問を感じた。ナヴォイ劇場のオーケストラと言え

ば、首都タシケントで 1番芸術性の高い公演を提供し

てもおかしくない団体であるべきだと思うのだ。しか

し実際は、どうみてもアマチュア団体のような状態で

あり、演目は毎日のように変わる。私は 2軍のオーケ

ストラ公演を見ていたのか、たまたまこの演目が演奏

家の寄せ集めで行われていたのか、または劇場改装中

のため、臨時採用の演奏家によってプログラムを構成

しているのか。これだけの演目を毎日こなすとすれば、

かなり経験豊かな演奏者であることが要求されるはず

である。それならば、このプログラムは誰によって組

まれているのか。誰がこの演目を望んでいるのだろう

か。何 1つすっきりせずに劇場をあとにした。

　翌日メデュリアノワ氏にこれについて投げかけてみ

たのだが、演奏家の労働条件があまり良くないために、

よい演奏家を保持できないのではないか、という回答

が返ってきた。彼女の父親であるメデュリアノフ氏は

指揮者として、政府管轄の室内楽オーケストラをもっ

ている。メデュリアノワ氏の話では、彼も団員の質を

保つのに苦労されているということである。この状況

については、あまりに情報がなさすぎて、議論にも及

ばない。しかし今後、もう少し時間をかけて現在「西

洋クラシック音楽」分野に携わっている音楽家がどの

ような状況にあるのか把握に努めたいと思う。

ウズベキスタン共和国文化スポーツ省
共同製作「ウズベクシアター」

　私は、5月 13日に上演された音楽史「ウズベキス

タンの 20年」という演目を鑑賞した（表 3）。情報は

このタイトルのみで、会場においても配布資料がな

かったため、出演者は誰なのか、誰が作った作品な

のか等の情報は残念ながら得られていない。内容は

ミュージカルで、若い出演者による上演であった。公

演後、コンサヴァトリーの学生による作品だったとい

う情報を得るが、これも確認できていない。作品はき

れいに作られており、プロダクションとしては完成し

ていたように思う。途中でルバーブをエレキギターの

ように弾くキャラクターも登場し、タイトルにある通

り、それぞれの登場人物が異なる 20年を送ってきた

ということなのだろう、と解釈したが、出演者、会場

の白人率が高かったのは少し印象的である。

ウズベキスタンと日本の音楽交流

　ニューヨークにおいて、Music from Japanの役員を

務める小野氏が 1999年にウズベキスタンで行われた

邦楽演奏家による演奏会の企画に携わっていたことを

うかがい、貴重な資料や情報を頂いた。それを発端に、

いくつか日本の音楽家とウズベキスタンの音楽家の交

流記録を見つけたため、補足資料として掲載する。こ

のような大きな企画でないものも、催されているとい

う情報は耳にする。しかし、詳細の記録が入手できな

かったため、それらについては掲載を断念した。

表 2　トルキスタン劇場上演リスト
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表 3　オペレッタ劇場上演リスト
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福島とウズベキスタン交流 20 周年記念 20)

『バホール』とウズベキスタン　
＊バホール：ウズベキスタン国立民族舞踊団

1999年親善公演開催地

6月 27日（日）下郷町ふれあいセンター

6月 28日（月）歓迎レセプション・ロイヤルホール（福

島市）

6月 39日（水）大熊町文化センター

7月 2日（金）伊達町ふるさと会館

7月 3日（土）猪苗代町体育館

7月 4日（日）鏡石町勤労者センター

7月 5日（月）福島市公会堂

国際交流基金が演奏会を主催 21)

1999年 9月 24日

アリシェール・ナヴォイ記念　学術オペラバレエ劇場

にて公演

木村玲子（二十絃）、西川浩平（笛）、坂田誠山（尺八）、

高田和子（三味線）、半田淳子（琵琶）

東京藝術大学とウズベキスタン国立音楽院
の交流協定記念 22)

2003年 3月と 10月　ナヴォイオペラ劇場にて

琴古流　徳丸十盟

共演：ウズベク音楽合奏団

コンサート藝大 21

アジア・躍動する音たち　～アジアの協奏曲～

シンポジウム「アジアのアイデンティティ」23)

2004年 9月 16日

東京芸術大学奏楽堂（大学構内）

17:00 シンポジウム 

19:00 演奏会

主催：東京芸術大学演奏芸術センター、東京芸術大学

音楽学部、（社）日本作曲家協議会（シンポジウムのみ）

後援：駐日韓国大使館 韓国文化院、駐日中華人民共

和国大使館文化部、駐日ウズベキスタン大使館

シンポジウム　　

パネラー：

李　永朝（作曲家／韓国国立総合芸術大学教授）

Mバフォーイェフ（作曲家／タシケント国立音楽学

院講師）

一柳　慧（作曲家／日本作曲家協議会理事）

司会：柘植 元一（音楽学者／東京藝術大学教授）

演奏曲目：

羅　忠鎔（中国）　

「暗香」～古箏とオーケストラのための～

李　永朝（韓国）　

　ピリとオーケストラのための協奏曲

M．バフォーイェフ（ウズベキスタン）

　タンブールとオーケストラのための協奏曲

一柳　慧（日本）　

「音に還る」～尺八とオーケストラのための協奏曲～

古箏：毛　Ｙ　ピリ：安　銀京

タンブール：J.A.イソコフ　尺八：山本　邦山

管弦楽：

藝大フィルハーモニア（東京藝術大学管弦楽研究部）

指揮：若杉　弘
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